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【はじめに】 

 近年、カーボンナノチューブ(CNT)は、そ

の優れた特性から様々な分野の研究者に注

目されている。CNTが示す特徴的な性質は、

その構造によって金属的、または半導体的

性質を示すという電気的特性が異なること

など優れた性質を数多く有している。しか

し、CNTは大きさがナノスケールであるた

め単体での取り扱いが難しいという問題が

ある。本研究では糸と CNTを複合すること

で、CNTの取り扱いを容易にしており、CNT

の性質を糸に付加することに成功している。  

前回は糸トランジスタにおける CNT分

散液を作製する材料比の最適条件を検討し

た[1]。今回は n型糸トランジスタ作製に向

けた半導体型CNT複合糸に対する n型ドー

ピングの比較検討を行った結果を報告する。 

【実験方法】 

半導体型 CNT複合糸を作製し、これに対

してドーピングを行う。半導体型 CNT複合

糸は Nanointegris 社製 95%半導体型 CNT分

散液 6mlと糸をスクリュー管に入れ 80℃で

加熱し水分を蒸発させ作製する。ドーピン

グ方法[2]は18-クラウン-6と水酸化カリウム

または塩化カリウム、ポリエチレンイミン

(PEI)を用い、それぞれの結果を比較し検討

する。それぞれ 0.1 mol/lの水溶液を作製し、

半導体型 CNT複合糸を浸す。その後糸を乾

燥させる。ドーピング結果の簡易的な測定

方法として複合糸のゼーベック係数を測定

する。 

【実験結果】 

 横軸を CNT複合糸両端の温度差 [K]、縦

軸をゼーベック係数 [mVK
-1

]とし、KClと

18-クラウン-6を用いたサンプルに関する

測定結果を Fig. 1 に示す。ドーピング処理

前のゼーベック係数は正の値であり、処理

後は負の値であることから半導体型 CNT

複合糸に対する n型ドーピングが成功して

いることが確認される。本稿では割愛する

が KClによるドーピングは PEI、KOH と比

較すると良好な結果を示している。詳細は

講演にて報告する。 

 

Fig. 1 Graph of Seebeck coefficient before and 

after KCl doping 
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